
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 秋草学園短期大学 
設置者名 学校法人秋草学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

幼児教育学科 

第一部 

夜 ・

通信 

0 

0 

10 10 7  

幼児教育学科 

第二部 

夜 ・

通信 
10 10 7  

 

地域保育学科 
夜 ・

通信 
0 12 12 10  

文化表現学科 
夜 ・

通信 
0 8 8 7  

 
専攻科 

幼児教育専攻 

夜 ・

通信 
0 0 8 8 7  

（備考）専攻科幼児教育専攻は 2018 年度より学生募集を停止し、2019 年度修了生を

もって廃止となります。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ内「講義科目一覧」のシラバス上に明記するとともに、同ページ内に一覧を公

表。 

幼児教育学科第一部・第二部： 

１年生新課程 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/yk_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks 

２年生以降旧課程 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/yk_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks 

 

地域保育学科： 

１年生新課程 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/ch_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks 

２年生以降旧課程 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/ch_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks 

 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_syllabus_2019_new.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_syllabus_2019_old.pdf#pagemode=bookmarks


  

文化表現学科： 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/bh_syllabus_2019.pdf#pagemode=bookmarks 

 

教務課にて閲覧・入手可能 

専攻科幼児教育専攻 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名  

（困難である理由） 

 

 

  

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/bh_syllabus_2019.pdf#pagemode=bookmarks
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/bh_syllabus_2019.pdf#pagemode=bookmarks


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 秋草学園短期大学 
設置者名 学校法人秋草学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
・事業報告書 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/p

df/jigyouhoukoku_h30.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
名誉市民・ 

所沢市体育協会会長 
2018.2.21～

2021.2.20 
コンプライアンス 

非常勤 
学校法人（他法人）常勤

監事 
2018.2.21～

2021.2.20 
私学行政 

（備考） 

 

  

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/jigyouhoukoku_h30.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/jigyouhoukoku_h30.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 秋草学園短期大学 

設置者名 学校法人秋草学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教務課・教務委員会にて、シラバス作成スケジュール・マニュアルを作成し、全

教員に配布。これを基にシラバス作成方法について説明を行っている。 

シラバスには、以下の内容等が記載されている。 

・授業の形態・内容 

・到達目標 

・各回の授業計画及び予習復習 

・成績評価方法 

・課題へのフィードバック方法 

・担当教員の実務経験有無 

・学位授与方針のいずれに該当するのか 

シラバスは、前年度末に次年度分を短期大学ホームページにて公表している。 

授業計画書の公表方法 

幼児教育学科第一部
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/infant1/resume/ 

幼児教育学科第二部 
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/infant2/resume/ 

地域保育学科
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/nursery/resume/ 
文化表現学科
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/bunka/resume/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/infant1/resume/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/infant2/resume/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/nursery/resume/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/course/bunka/resume/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果に基づいた成績評価の方法を、授業科目毎にシラバスに記載している。 

試験、成績評価については、注意事項とともに、学生便覧（学生）と教務関係ガイ

ドブック（教員）に掲載されている。 

成績評価は「筆記試験、レポート・課題、作品・発表、実技、授業態度」の学修

成果に基づいて行われる。授業科目毎の学修成果の配分は、それぞれ授業科目のシ

ラバスに記載している。 

成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆの５段階で行い、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｆを

不合格とする。 

成績評価の基準及び 100 点法の目安は以下のとおりとする。 

 
 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学生便覧（学生）と教務関係ガイドブック（教員）にＧＰＡの算出方法と取り扱

いについて掲載している。 

成績評価に対し、以下の方法でＧＰＡを算出する。 

 

 
 

算出されたＧＰＡは以下のように活用される。 

・毎年４月１日現在の GPA ポイントが 3.00 以上の学生は履修上限単位より４単位拡

大して履修することができる。 

・就職試験の際の学校推薦についてＧＰＡの高い学生が優先される。 

・卒業式の代表学生について、ＧＰＡが高い学生が優先される。 

・各学期のＧＰＡが 2.00 未満であった学生には、担当者から学修指導を実施する。 

・各学期のＧＰＡが 1.00 未満であった学生には、退学勧告を行うことができる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧、教務関係ガイドブック、ホームページ 
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/th

emes/akikusaTheme/assets/pdf/risyukitei.pdf 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/risyukitei.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/risyukitei.pdf


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

各学科にて、学位授与方針（ディプロマポリシー）を定め、学生便覧と短期大学ホームペ

ージで公開されている。また、卒業と資格取得の要件については、学生便覧に明記している。 

 

・各学科の学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー) 

＊幼児教育学科 

自然と生命を尊重し、知性と感性を磨き、幼児教育・保育を通して地域社会に貢献できる、

人間性豊かな人を育成することを目的として、次に掲げる力と姿勢を身につけた者に、短

期大学士の学位を授与する。 

1.礼節を重んじ、勤勉で、社会人としての良識ある言動ができる。 

2.幼児教育学・保育学の知識と技能をしっかりと習得している。 

3.周囲の人と協調することができ、コミュニケーション能力を身につけている。 

4.自分で積極的に課題を見つけて考えることができ、子どもと育ち合う姿勢をもっている。 

5.子どもを取り巻く環境や社会問題の理解を通して、多様なものの見方ができる。 

6.自然と生命を大切にする心をもち、それを子どもに伝えることができる。 

7.自分を生き生きと表現することができると共に、他者の表現を受け入れることができる。 

＊地域保育学科 

地域保育学科では、子どもは地域社会で育成するという子育て支援を核とした現代の保育

ニーズに対応できる専門的知識・技術を習得させ、幅広い視野と豊かな人間性を有する保

育者を養成するため、次に掲げる目標を達成した者に短期大学士の学位を授与する。  

1.保育者として必要な教養や専門的知識を身につけていること。  

2.主体的に学ぶ力を身につけ、保育の向上、自己の資質向上に取り組めること。  

3.仕事やそれ以外の活動を通し社会貢献できる力を有していること。  

4.子どもの人権を守り、子どもの最善の利益を優先できること。  

5.多様な問題に直面したとき、それを乗り越える精神的強さを有していること。 

＊文化表現学科 

建学の理念を根幹とし、現代社会の求める豊かな素養と、柔軟なコミュニケーション能力

を備えた有為な人材を社会に送り出すことを目的に、以下のような力と姿勢を身につけた

者に対し短期大学士の学位を授与する。  

1.日本の伝統及び現代文化に加え、異文化に対する理解を深めていること。  

2.他者の主張や考えに耳を傾け、その内容を整理・理解する能力と自己の思いや考えを適

切にまとめ、表現するコミュニケーション能力を身につけていること。  

3.社会の新しい動きに関心を寄せ、絶えず向上心をもって新たな知識や技能の習得を目指

す姿勢を身につけていること。  

4.礼節、勤勉、協調の精神を持ち、将来社会に貢献したいという意思があること。 

 

・卒業の要件、卒業判定の手順（秋草学園短期大学学則） 

本学を卒業するためには、幼児教育学科第一部及び文化表現学科の学生は２年以上在学

し、地域保育学科及び幼児教育学科第二部の学生は３年以上在学し、教育課程表に定める

ところにより、必要な単位以上を修得しなければならない。 

本学に幼児教育学科第一部及び文化表現学科の学生は２年以上在学し、地域保育学科及び

幼児教育学科第二部の学生は３年以上在学し、学則に定める授業科目及び単位数を修得し

た者については教授会の議を経て学長が卒業を認定する。学長は、卒業を認定した者に対

して卒業証書を授与する。規定により卒業した者に、本学学位規程の定めるところにより、

短期大学士の学位を授与する。 

 



  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生便覧、ホームページ 
・ディプロマポリシー 

＊幼児教育学科第一部・第二部 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/them

es/akikusaTheme/assets/pdf/yk_policy.pdf 

＊地域保育学科 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/them

es/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf 

＊文化表現学科 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/them

es/akikusaTheme/assets/pdf/bh_policy.pdf 

 

・卒業・資格取得の要件 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/th

emes/akikusaTheme/assets/pdf/gakusoku.pdf 

 

  

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/yk_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/bh_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/bh_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/gakusoku.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/gakusoku.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 秋草学園短期大学 

設置者名 学校法人秋草学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/ 
財産目録 https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/ 

事業報告書 https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/the

mes/akikusaTheme/assets/pdf/jigyouhoukoku_h30.pdf 
監事による監査報告（書） https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/thirdparty/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/thirdparty/ 

 

  

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/jigyouhoukoku_h30.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/jigyouhoukoku_h30.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/financial/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/thirdparty/
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/thirdparty/


  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 幼児教育学科第一部・第二部 

教育研究上の目的（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/yk_policy.pdf ） 

（概要） 

建学の理念である「愛され信頼される女性」を体現し、人間性豊かな保育者として成長す

ることを目的とする具体的には、保育者としての幅広い専門知識を学び、実践で活用できる

技能を身につけるとともに、柔軟な思考力と豊かな表現力、他者を尊重し協調できるコミュ

ニケーション力、社会人としての責任感やマナーを身につけることとする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/yk_policy.pdf ） 

（概要） 

自然と生命を尊重し、知性と感性を磨き、幼児教育・保育を通して地域社会に貢献できる、

人間性豊かな人を育成することを目的として、次に掲げる力と姿勢を身につけた者に、短期

大学士の学位を授与する。 

1.礼節を重んじ、勤勉で、社会人としての良識ある言動ができる。  

2.幼児教育学・保育学の知識と技能をしっかりと習得している。    

3.周囲の人と協調することができ、コミュニケーション能力を身につけている。            

4.自分で積極的に課題を見つけて考えることができ、子どもと育ち合う姿勢をもっている。                                 

5.子どもを取り巻く環境や社会問題の理解を通して、多様なものの見方ができる。                       

6.自然と生命を大切にする心をもち、それを子どもに伝えることができる。  

7.自分を生き生きと表現することができると共に、他者の表現を受け入れることができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/yk_policy.pdf ） 

（概要） 

学位授与に必要な知識や能力を習得するために、教育課程を大きく「教養教育科目」と「専

門教育科目」に分けて編成・実施している。その中で、以下の学力をしっかりと身につける

ことができるように、学びの道筋の中に各教科が配置されている。 

1.どのように社会と関わるかを考え、学びに向かう力をつける。     

2.教育・保育の専門知識と技能を身につける。           

3.幼児教育・保育の理解を深めるため、他者と対話を重ねながら主体的に学ぶ。 

4.保育における具体的な援助方法を学ぶ。              

5.学んだことを生かし、自分の得意分野を伸ばす。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/yk_policy.pdf ） 

（概要） 

幼児教育学科では、次のような人の入学を期待している。 

1.知的好奇心が旺盛で、自分の感性を大切にする人 

2.基本的なマナーが身についている人 

3.入学後の学習に必要な基礎学力をもっている人 

4.保育者を目指す意思が強く、学習意欲が高い人 

5.自分の考えを的確に伝えることができ、他者の考えを受け入れることのできる、基本的コ

ミュニケーション能力のある人 
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学部等名 地域保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/ch_policy.pdf ） 

（概要） 

建学の理念である「愛され信頼される女性の育成」を体現し、学科の目的である「子ども

は地域社会で育成するという理念に基づき、それに必要な専門的知識・技術を習得し、幅広

い視野と豊かな人間性を有する保育者」として成長することを目的とし、具体的には３年間

の学びの中で、豊富な体験や多くの資格取得を目指しながら保育者として必要な教養や専門

的知識・技術を身につけ、さらに保護者や地域社会とも自信を持って関わり合えることので

きる力や、多様な問題に直面してもそれを乗り越える力を身につけることとする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/ch_policy.pdf ） 

（概要） 

 地域保育学科では、子どもは地域社会で育成するという子育て支援を核とした現代の保育

ニーズに対応できる専門的知識・技術を習得させ、幅広い視野と豊かな人間性を有する保育

者を養成するため、次に掲げる目標を達成した者に短期大学士の学位を授与する。 

1.保育者として必要な教養や専門的知識を身につけていること。            

2.主体的に学ぶ力を身につけ、保育の向上、自己の資質向上に取り組めること。 

3.仕事やそれ以外の活動を通し社会貢献できる力を有していること。 

4.子どもの人権を守り、子どもの最善の利益を優先できること。 

5.多様な問題に直面したとき、それを乗り越える精神的強さを有していること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/ch_policy.pdf ） 

（概要） 

地域保育学科では、学位授与の方針で示した目標を学生が達成できるよう、一般教育科目

と専門教育科目を連携して教育課程を編成・実施する。 

1.入学初年次には、大学における学びの全般を支え、専門教育の基盤となる教養教育科目を

配置する。 

2.専門教育科目は、保育の専門分野の体系に基づいて、知識・理論や実践的な技能をバラン

ス良く学べるよう構成している。 

3.地域保育学科の特色である子育て支援を核とした保育ニーズに対応できるよう、「地域活

動Ⅰ・Ⅱ」、「地域子育て支援論」、「カウンセリング論」を始めとする心理学系、児童

館関連の科目等に力を入れている。      

4.保育に直結する多彩な資格取得や資質向上をめざした科目を準備している。 

5.主体的・自立的な学びのまとめとしてゼミ形式による卒業研究を課している。 

6.透明で厳格な成績評価を行うとともに教育の内容や方法を検証し教育の質の向上を図る。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/ch_policy.pdf ） 

（概要） 

地域保育学科では、次のような人の入学を期待している。 

1.基礎的な学力を有し主体的に学ぶ意欲がある人 

2.地域貢献や子育て支援に旺盛な興味と関心を持ち、積極的に諸活動に取り組める人 

3.子どもと保護者の気持ちをあたたかく受け止め、自分自身も成長していくことができる人 

4.自他の人権を尊重し、教養とマナーを備えた人 

 

 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pdf/ch_policy.pdf


  

学部等名 文化表現学科 

教育研究上の目的（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/bh_policy.pdf ） 

（概要） 

建学の理念の具体的な姿として、短期大学生としての教養を身につけ、現代社会が求める

コミュニケーション能力と多様な表現方法・技術を駆使し、広く社会にその有用性が認めら

れている資格や技能を活かして社会に巣立つための学士力の修得を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/bh_policy.pdf ） 

（概要） 

建学の理念を根幹とし、現代社会の求める豊かな素養と、柔軟なコミュニケーション能力

を備えた有為な人材を社会に送り出すことを目的に、以下のような力と姿勢を身につけた者

に対し短期大学士の学位を授与する。 

1.日本の伝統及び現代文化に加え、異文化に対する理解を深めていること。 

2.他者の主張や考えに耳を傾け、その内容を整理・理解する能力と自己の思いや考えを適切

にまとめ、表現するコミュニケーション能力を身につけていること。 

3.社会の新しい動きに関心を寄せ、絶えず向上心をもって新たな知識や技能の習得を目指す

姿勢を身につけていること。                      

4.礼節、勤勉、協調の精神を持ち、将来社会に貢献したいという意思があること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/bh_policy.pdf ） 

（概要） 

学位授与に必要な知識や能力を習得するために、以下のように教育課程を編成・実施する。 

1.教養教育科目 

人間、社会、文化への基礎的な理解と教養を身につけるために編成されている。                        

2.専門教育科目 

  社会で有能な人材を育成する目的で、専門的知識、技能、実践力を身につけるため以下

のように編成されている。 

① 専門基礎科目…短期大学生として必要な学びの姿勢、学びの方法から、効果的なコミュ

ニケーション手法と基礎的情報処理能力を習得する。 

② 専門教養科目…コミュニケーション能力の基盤となることばと文化への理解を深める。                               

③ キャリア支援科目…キャリア形成に必要な知識と技能を習得する。 

④ ３領域からなる専門科目…各自の興味と関心に合わせた専門的学習ができる。創作表

現、デジタル表現、ビジネス実務の科目群で専門的な知識と技能、実践力を習得する。                    

⑤ 基礎的な学習に加えて発展した専門的な学習を行うためのゼミナールを置く。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：
https://www.akikusa.ac.jp/akitan/wordpress/wp-content/themes/akikusaTheme/assets/pd

f/bh_policy.pdf ） 

（概要） 

文化表現学科では、次のような人の入学を期待している。 

1.年齢に相応しい知識、技能、人間力が備わった人 

2.日本の伝統文化や現代文化、さらには異文化に関心を持ち、多様性を受け入れ意欲的に学

ぼうとする人 

3.社会とのかかわりを意識的に捉え、判断し、実践しようとする意欲のある人 

4.自分の発想や主張を表現するための手法や技術を習得しようとする意欲のある人 
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学部等名 専攻科幼児教育専攻 

教育研究上の目的（公表方法：学生便覧に記載、入手に関しては教務課まで問合せ ） 

（概要） 

 自然と生命を尊重し、知性と感性を磨き、幼児教育・保育を通して地域社会に貢献できる、

人先生豊かな人材を育成することを目的とする。短期大学の学科教育で培われた力を基礎と

して、幼児教育及び保育の専門性を高め。実践力を磨くことを教育目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧に記載、入手に関しては教務課まで問合

せ ） 

（概要） 

 「愛され信頼される女性の育成」という本学の建学の理念のもと、学科の学修を基礎に、

より高度な幼児教育に関する知識と技能を修得し、教育者としての豊かな人間性、高度な実

践力を身につけていること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学生便覧に記載、入手に関しては教

務課まで問合せ ） 

（概要） 

１）教員としての資質向上をはかるため、教職専門科目、教科専門科目を調和良く編成する。 

２）教科専門科目としては、国語教育等講義科目のほか、音楽、図画工作などの演習科目を

設けて、幼児教育に関する知識、技術の習得を重視する。 

３）指導法等保育内容研究に関しては、豊かな感性・表現力を培うとともに、実践的な指導

技術を高めるために、「幼児音楽表現」「幼児造形表現」「幼児身体表現」の演習科目を

設けた。さらに教育相談等に対応ができるように「カウンセリング演習」「児童臨床心理

学」等の臨床心理学関連の科目を設けている。 

４）幼児教育に関連するテーマについて、「専攻修了研究」により論文を作成し、発表する

という過程を通して理解を深めることを重視する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学生便覧に記載、入手に関しては教務課まで

問合せ ） 

（概要） 

１）本学の建学の理念に共感できる人 

２）乳幼児教育に使命感を持っている人 

３）目標を貫徹する意欲を持っている人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/business/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

幼児教育学科 － 3 人 10 人 5 人 0 人 0 人 18 人 

地域保育学科 － 5 人 4 人 2 人 0 人 0 人 11 人 

文化表現学科 － 2 人 1 人 1 人 0 人 0 人 4 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 78 人 78 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/business/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

幼児教育学科

第一部 150 人 135 人 90％ 300 人 273 人 91％ 人 人 

幼児教育学科

第二部 100 人 60 人 60％ 300 人 204 人 68％ 人 人 

地域保育学科 100 人 69 人 69％ 300 人 175 人 58％ 人 人 

文化表現学科 65 人 51 人 78％ 130 人 102 人 78％ 人 人 

合計 415 人 315 人 75％ 1030 人 754 人 73％ 人 人 

（備考） 

専攻科幼児教育専攻（認定専攻科）は上記に含めず。また本専攻科は 2019 年度より募集停止 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

幼児教育学科

第一部 

137 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

128 人 

（93.4％） 

9 人 

（6.6％） 

幼児教育学科

第二部 

65 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

54 人 

（83.1％） 

11 人 

（16.9％） 

地域保育学科 
56 人 

（100％） 

1 人 

（1.8％） 

48 人 

（85.7％） 

7 人 

（12.5％） 

文化表現学科 
44 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

33 人 

（75.0％） 

11 人 

（25.0％） 

合計 
302 人 

（100％） 

1 人 

（0.3％） 

263 人 

（87.1％） 

38 人 

（12.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画については、シラバスに掲

載がされている。教務課・教務委員会でシラバス作成スケジュール・マニュアルを作

成して全教員に配布し、これを基にシラバス作成方法について説明を行った上でシラ

バスの作成を行う。 

シラバスには、以下の内容等が記載されている。 

・授業の形態・内容 

・到達目標 

・各回の授業計画及び予習復習 

・成績評価方法 

・課題へのフィードバック方法 

・担当教員の実務経験有無 

・学位授与方針のいずれに該当するのか 

なお、シラバスは、前年度末に次年度分を短期大学ホームページにて公表している。 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果に基づいた成績評価の方法を、授業科目毎にシラバスに記載している。 

試験、成績評価については、注意事項とともに、学生便覧（学生）と教務関係ガイド

ブック（教員）に掲載されている。 

成績評価は「筆記試験、レポート・課題、作品・発表、実技、授業態度」の学修成

果に基づいて行われる。授業科目毎の学修成果の配分は、それぞれ授業科目のシラバ

スに記載している。成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆの５段階で行い、Ｓ、Ａ、Ｂ、

Ｃを合格、Ｆを不合格とする。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

幼児教育学科 

第一部 
62 単位 ○有 ・無 50 単位 

幼児教育学科 

第二部 
62 単位 ○有 ・無 40 単位 

 
地域保育学科 93 単位 ○有 ・無 50 単位 

文化表現学科 68 単位 ○有 ・無 50 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

・キャンパスライフ 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/campus/ 

・図書館 

http://www.akikusa.ac.jp/tandai/library/ 

 

  

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/campus/
http://www.akikusa.ac.jp/tandai/library/


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

幼児教育学科 

第一部 
750,000 円 300,000 円 310,000 円 施設維持費・実習費 

幼児教育学科 

第二部 
380,000 円 190,000 円 180,000 円 施設維持費・実習費 

 
地域保育学科 700,000 円 300,000 円 240,000 円 施設維持費・実習費 

文化表現学科 700,000 円 300,000 円 170,000 円 施設維持費・実習費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

教務課では各学科の教科履修計画表を基に、卒業や資格取得のための履修方法につい

て、年一回（1年生は二回）オリエンテーションを行っています。また、前期・後期の履

修登録の時期には、相談時間を設けて対応しています。履修の登録はコンピュータで行い

ますが、その操作については、情報センターと教務課の職員が指導、サポートしています。 

実習センターでは３名の職員が各教科担当教員と連携して、実習に係る全般的な指導を

行っています。主なものとしては、実習園への依頼・承諾、配当事務、実習関係書類の送

付、実習期間中の対応等の事務全般及び実習園からの学生への連絡等を担当しています。

学生が自由に閲覧できる実習資料等を用意し、様々な相談にも対応しています。 

情報センターでは、学生の皆さんがより良い環境で学習が可能となるようＰＣを利用し

た授業でのサポートや、課題作成などの学生支援を行っています。また、ＰＣ室の端末や

短大内のネットワーク環境の管理と運用、学内の情報セキュリティ、短大の Web サイトの

運用など情報教育の基盤整備も同時に行っています。短大内には、学生が授業や課題作成

に使用できるＰＣ室が４つあります。第一・第二・第三ＰＣ室には Windows が計 107 台、

415 室には Mac が 22 台設置されており、ワードやエクセルなど Office 系のソフトはもち

ろん、Photoshop や Illustrator などの DTP ソフトや画像編集のソフト、ホームページ作

成ソフトなど多彩なソフトがインストールされています。ＰＣ教室は、授業で使われてい

ないときは学生に開放され、自由に自習や課題作成ができるようになっています。充実し

た設備とサポート体制で、これからの IT 時代を生き抜く人材を見守り、育てていくのが

情報センターの役割とスタッフ一同考えています。 

秋草学園短期大学図書館では、現在図書約７万冊、雑誌 100 タイトル、視聴覚資料約

1,400 点を所蔵しています。蔵書構成は、社会科学関係の図書が最も多く、次いで文学関

係の図書を多く所蔵しています。また、幼児教育学科、地域保育学科を有する短大図書館

のため、「絵本」「児童書」「紙芝居」などの蔵書が多いのも特徴です。保育・教育実習

に役立つような保育実技書もできるだけ最新のものをいれるように努めています。文化表

現学科では、マンガ・イラストの授業があるため「漫画」も所蔵しています。また、図書

館司書の資格を取得するための授業を実際に図書館で行っています。蔵書構成をするにあ

たり、利用者からの「リクエスト」も積極的に受け付けています。学生の利用状況は１日

平均 100 人前後で、年間の合計入館者数は約 28,000 人と利用者の多い図書館です。図書

館の広報活動として、２カ月に１回のペースで『図書館だより』を発行しています。また、

年齢別おすすめ絵本や季節に合わせた図書の企画展示も行っています。設備では、情報検

索用のパソコンを３台と蔵書検索機を２台、ＡＶブースを２つ設置しています。開館日時

は、月～土曜日の 9:00～21:10 までとなっています。（日曜日、祝祭日は休館です。開館

日時は変更になる場合があります。）また、図書館ホームページがありますので、そちら

からも開館日の確認、蔵書検索などが利用できます。 



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職を担当するキャリアセンターでは、職員４名が常時学生の進路に関して個別指導を

行い、また時間割に組み込まれた就職ガイダンスを中心に学生の就職活動をサポートして

います。進学に関しては、平成 30年度は、20大学 44学部から編入学の指定校推薦枠をい

ただき、担当教員とキャリアセンターで進学に向けた指導と対策を行っています。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の健康管理に関しては、近隣の医院と連携をもちながら、さらに看護師が保健室に

待機し、メンタルケアも含めての学生対応を行っています。学生相談室は、週２日間専門

のカウンセラーが、教員と連携をとりながら学生からのさまざまな相談に対応していま

す。また、「オフィスアワー制度」により、すべての教員が学生と向き合う時間を設定し

て、支援体制を整えています。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/business/ 

 

 

https://www.akikusa.ac.jp/akitan/school-top/about/business/

